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劉
裕
の
北
伐
西
征
と
そ
の
従
軍
紀
行

　
　
　
　
　
　
　

一

　

茲
に
劉
裕
の
北
伐
西
征
と
は
、
劉
裕
印
ち
後
の
宋
高
皿
武
皇

帝
が
東
苦
安
帝
義
煕
五
年
（
色
・
ｙ
・
戸
）
に
南
燕
０
晋
容
超
を

伐
ち
同
十
三
年
（
４
１
７
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
に
後
奏
の
姚
泌
を
征
し
た
こ
と
を

い
ふ
０
で
あ
る
。
西
哲
武
帝
大
康
元
年
（
２
Ｓ
０
Ａ
.
Ｄ
.
）
災
主
皓
降

り
漢
末
以
来
始
め
て
天
下
が
一
統
せ
ら
れ
た
０
で
あ
る
が
、
僅

か
１
　
七
年
に
し
て
西
晋
の
王
室
は
亡
び
、
中
原
の
地
は
蜃
族
Ｏ

跳
梁
に
任
せ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
北
方
の
名
族
は
殴
を
江
南

に
避
け
、
皆
室
の
一
族
司
馬
叙
が
大
統
を
紹
い
で
東
昔
の
世
と

な
る
。
爾
来
北
支
那
に
は
所
謂
五
胡
十
六
國
が
興
慶
し
院
族
は

江
南
に
賜
躍
す
る
の
で
あ
る
。
そ
０
間
先
に
は
桓
温
の
北
伐
あ

り
、
後
に
は
茲
に
取
扱
ふ
劉
裕
０
北
伐
西
征
が
あ
る
。
共
に
結

果
は
不
首
尾
に
終
っ
た
が
一
時
に
も
せ
よ
洛
陽
・
長
安
の
地
を

奪
回
占
抹
し
た
こ
と
は
江
南
の
漢
人
の
血
を
湧
立
た
せ
る
に
十

森

鹿

一

一
一

分
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
あ
ら
は
れ
が
数
多
き
従
軍
紀
行
と

な
っ
て
残
っ
て
ゐ
る
。
し
か
し
す
べ
て
劉
裕
の
北
伐
西
征
に
件

っ
た
紀
行
で
あ
る
か
ら
上
の
如
き
題
目
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

　

『
隋
書
経
絡
志
』
史
部
地
理
類
に
見
ゆ
る
述
征
記
二
谷
（
郭
縁

生
撰
）
、
西
征
記
二
巻
（
戴
延
之
撰
）
、
西
征
記
一
巻
（
戴
祚
撰
）
、

宋
武
北
征
記
一
谷
（
戴
氏
撰
）
の
如
き
諸
書
は
現
在
法
し
て
傅
は

ら
ぬ
が
、
他
書
に
引
用
せ
る
法
文
よ
り
推
し
て
劉
硲
の
北
伐
西

征
に
件
っ
た
紀
行
で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
る
。
章
宗
源
の
『
隋

経
籍
志
考
誼
』
に
は
そ
の
他
に
郭
縁
生
ｏ
紺
遠
征
記
（
水
経
渠

水
注
丘
洋
水
注
ご
初
４
　
　
記
地
部
引
）
、
裴
松
之
の
述
征
記
、
同
人

の
西
征
記
（
魏
志
三
少
帝
紀
注
・
太
平
宸
宇
記
河
南
道
引
）
、
直

思
道
の
西
征
記
（
太
平
宣
宇
記
河
北
道
引
）
、
邱
淵
之
の
征
斉
道

里
記
（
太
平
御
寛
序
部
・
地
部
・
北
堂
書
妙
歳
時
部
・
史
記
高

岨
本
紀
正
義
引
）
、
裴
松
之
の
北
征
記
（
後
漢
書
献
帝
紀
注
引
）
、

徐
斉
民
の
北
征
記
（
檀
漢
書
郡
國
志
注
引
）
、
孟
奥
の
北
征
記
（
初
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學
記
天
部
・
太
平
御
寛
天
部
・
居
處
部
引
）
、
伏
洽
の
北
征
記
（
綾

　
　
　

漢
書
郡
國
志
注
・
水
経
済
水
注
・
文
選
謝
霞
蓮
初
狸
石
首
城
詩

　
　
　

及
擬
劉
禎
詩
注
引
）
、
伍
緋
之
の
従
征
記
（
漢
書
東
千
憲
王
傅
注

　
　
　

ご
初
學
記
文
部
・
水
経
注
引
）
、
東
征
記
（
文
選
西
征
賦
注
引
）

　
　
　

０
如
き
一
群
９
紀
行
を
著
録
し
て
ゐ
る
。
是
等
を
通
観
す
る
に

　
　
　

郭
縁
生
に
は
述
征
記
の
他
に
績
述
征
記
の
著
あ
り
、
戴
延
之
に

　
　
　

は
西
征
記
の
他
に
宋
武
北
征
記
の
作
あ
か
、
裴
松
之
は
述
征

　
　
　

記
・
西
征
記
・
北
征
記
０
三
書
を
撰
し
て
ゐ
る
。
或
は
北
伐
と

　
　
　

西
征
を
分
っ
て
同
一
人
に
か
ｘ
る
著
作
が
あ
る
０
か
と
も
思
ふ

　
　
　

が
、
輯
め
た
快
文
か
ら
は
そ
の
や
う
な
断
言
は
で
き
な
い
。
或

　
　
　

は
同
一
書
の
異
名
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
之
亦
推
測
に
止
ま
る
。

　
　
　

こ
の
問
題
は
後
に
再
言
す
る
。
邱
淵
之
の
征
斉
道
里
記
は
そ
の

　
　
　

書
名
よ
り
、
伍
緯
之
の
従
征
記
は
そ
０
輯
め
た
快
文
よ
り
倶
に

　
　
　

南
燕
征
伐
に
件
ふ
紀
行
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
そ
の
他
は
郭

　
　
　

氏
０
書
が
北
伐
西
征
に
跨
っ
て
記
す
外
は
殆
ど
後
秦
討
伐
に
伴

　
　
　

ふ
紀
行
と
思
ふ
。
洛
陽
・
長
安
０
奪
回
を
含
む
西
征
紀
行
の
豊

　
　
　

富
な
０
は
江
南
に
追
込
め
ら
れ
た
漢
族
の
興
奮
を
物
語
っ
て
ゐ

　
　
　

る
。
か
く
０
如
く
劉
裕
の
北
伐
西
征
に
伴
ふ
紀
行
が
十
数
種
も

　
　
　

作
製
さ
れ
た
こ
と
は
江
南
漢
族
の
感
激
に
よ
る
も
０
で
あ
ら
う

即

　

が
ｐ
劉
裕
が
こ
０
武
功
に
よ
っ
て
宋
王
と
な
り
逡
に
晋
帝
の
輝

を
受
け
て
宋
朝
０
　
大
組
と
な
っ
た
篤
め
に
そ
の
功
業
を
記
念
す

る
意
圖
が
多
分
に
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
是
、
桓
温
０
北
伐
記

が
訣
如
し
、
狽
り
劉
裕
の
従
軍
記
の
存
す
る
所
以
で
あ
る
。
し

か
し
是
等
の
書
は
次
第
に
快
し
去
り
、
現
麗
で
は
他
書
に
引
用

せ
る
快
文
に
よ
っ
て
唆
か
に
そ
の
俤
を
し
の
ぶ
競
態
で
あ
る
。

そ
の
内
で
も
郭
・
戴
二
氏
の
書
以
外
０
快
文
は
極
め
て
少
。
い
か

ら
、
今
は
主
と
し
て
郭
・
戴
二
氏
の
書
に
よ
っ
て
劉
裕
の
北
伐

西
征
を
考
へ
る
こ
と
に
す
る
。
叉
上
述
の
如
く
北
伐
よ
り
も
西

征
０
記
載
が
豊
富
で
あ
る
か
ら
本
稿
も
自
ら
後
楽
討
伐
の
経
過

に
重
勁
を
置
く
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　

ニ

　

義
煕
四
年
の
末
南
燕
主
語
容
徳
が
死
し
兄
０
子
超
が
位
を
謳

ふ
や
屡
々
晋
０
逡
境
に
寇
し
、
翌
五
年
二
月
に
は
淮
北
に
侵
入

し
米
り
陽
子
大
守
劉
千
戴
及
び
済
南
大
守
趙
元
駆
を
執
へ
千
除

家
を
略
し
た
。
そ
こ
で
翌
三
月
に
劉
裕
は
北
伐
を
表
明
し
、
四

月
己
巳
建
康
然
一
を
狸
し
舟
師
を
率
ゐ
て
淮
水
よ
り
泗
水
に
入

り
、
五
月
下
郵
匹
皿
皿
皿
で
船
を
下
わ
ｙ
、
歩
軍
で
邸
邪
に
進
ん

だ
。
過
ぐ
る
所
皆
城
を
築
い
て
留
守
せ
し
め
た
。
茜
城
匹
皿
馳

隻
貌
器
ｏ
二
戊
址
び
に
奔
走
す
。
遂
に
大
几
詔
を
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ｊ∂

過
ぎ
た
・
勝
に
乗
じ
逃
ぐ
る
を
逐
う
て
廣
固
城
匹
匹
馳
東
に
至

る
。
六
月
内
子
そ
の
大
城
に
克
っ
た
の
で
蒜
容
超
は
衆
を
牧
め

て
退
い
て
小
城
を
保
っ
た
。
そ
こ
で
劉
俗
は
長
岡
を
築
い
て
持

久
戦
に
な
っ
た
。
翌
六
年
二
月
丁
亥
に
至
っ
て
方
め
て
戮
固
城

を
屠
る
を
得
た
。
超
を
京
師
に
逍
り
建
康
の
市
に
斬
っ
た
。
以

上
が
市
燕
討
伐
０
大
要
で
あ
る
。

　

肖
燕
討
伐
に
件
ふ
紀
行
と
し
て
は
邱
淵
之
の
征
１
　
道
里
記
、

伍
糾
之
０
従
征
記
が
あ
る
が
、
是
等
０
書
に
は
曲
１
　
の
孔
子
廟
、

泰
山
の
三
廟
、
災
季
札
兄
家
、
廣
川
城
近
傍
の
蕉
跡
、
宍
桓
公

家
な
ど
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
郭
縁
生
の
述
征
記
に
は
歴
城
心
皿

店
川
城
、
桓
公
家
に
つ
い
て
記
し
、
同
じ
く
細
述
征
記
に
は
臨

胸
０
東
北
に
あ
る
逢
山
や
都
９
　
の
束
を
流
れ
る
朧
水
心
加
孝
を

記
し
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
く
述
征
記
、
細
述
征
記
と
も
に
南
燕

討
伐
に
件
ふ
と
思
ば
れ
る
記
事
を
載
せ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
所

書
を
以
て
北
伐
西
征
を
別
状
し
た
も
０
と
い
ふ
こ
と
は
で
き
ぬ
。

　

と
も
か
く
北
伐
に
件
ふ
記
事
は
西
征
に
比
し
て
少
い
か
ら
他

日
山
東
の
古
地
志
を
述
べ
る
時
に
併
せ
論
す
る
こ
と
ゝ
し
茲
で

は
詳
し
く
述
べ
な
い
。

　
　
　
　
　
　

三

義
煕
十
三
年
正
月
劉
裕
は
水
軍
を
率
ゐ
て
彭
城
齢
皿
皿
蘇
を

良
し
、
三
月
に
は
淮
・
泗
よ
り
清
河
に
入
り
、
そ
の
月
庚
辰
に

は
黄
河
に
入
り
左
将
ボ
向
佃
を
北
青
州
刺
史
と
し
稿
磁
匹
却
利

皿
に
留
め
て
ゐ
る
。
四
月
に
は
洛
陽
に
至
り
七
月
に
は
映
・
八

月
に
は
閔
郷
、
そ
の
辛
丑
に
は
波
開
に
至
ｐ
、
九
月
に
は
長
安

に
述
し
て
ゐ
る
。
か
く
て
建
康
よ
り
洛
陽
に
都
を
遷
さ
う
と
し

た
の
で
あ
る
が
、
十
一
月
辛
未
會
々
大
臣
劉
穆
之
０
卒
し
た
た

め
急
遮
建
康
に
赴
い
た
の
で
あ
る
。
還
路
は
宋
書
に
「
自
洛
入

河
、
開
浮
渠
以
諮
」
と
あ
れ
ば
往
路
と
は
異
り
、
浮
渠
（
大
頭

戌
豊
五
年
北
徒
以
前
の
蕉
黄
河
に
富
る
）
を
開
い
て
彭
城
に
至

り
、
以
下
は
往
路
と
同
じ
く
泗
水
・
淮
水
に
よ
っ
て
揚
子
江
に

達
し
建
康
に
抑
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
０
往
還
路
は
郭
縁
生
・
戴
延
之
等
の
紀
行
に
よ
っ
て
詳
細

に
知
り
得
た
の
で
あ
ら
う
が
、
今
は
縮
か
に
他
書
に
引
川
せ
る

供
文
に
よ
っ
て
想
見
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
快
文
は

相
常
に
輯
め
う
る
か
ら
そ
れ
を
綴
合
は
す
と
幾
分
そ
の
荷
観
に

復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
清
の
王
謨
が
郭
縁
生
０
述
征
記
、
戴

延
之
の
西
征
記
の
輯
木
を
作
製
し
て
『
漢
唐
地
理
書
妙
』
中
に

収
め
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
が
、
我
々
の
見
得
る
唯
一
の
『
漢
唐
地

理
書
妙
』
わ
が
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
々
蔵
本
に
は
所
書
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倶
に
訣
け
て
ゐ
る
か
ら
、
新
し
く
輯
本
を
作
製
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
輯
本
の
作
製
は
後
日
に
譲
り
今
は
た
ゞ
輯
め
た
供
文
中

よ
り
興
味
あ
る
記
事
を
抽
出
す
る
に
止
め
よ
う
。

　

郭
縁
生
に
正
綾
述
征
記
の
著
が
あ
る
が
そ
の
開
係
が
明
ら
か

で
な
い
こ
と
は
上
述
０
如
く
で
あ
る
。
叉
郭
縁
生
な
る
人
に
就

い
て
も
知
る
所
が
な
い
・
そ
抑
に
比
す
る
と
戴
氏
０
方
は
種
々

の
こ
と
が
判
る
。
『
隋
書
維
籍
志
』
に
戴
延
之
０
西
征
記
二
巻
と

戴
祚
の
西
征
記
一
巻
と
が
井
載
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
雨
者
が
同
一

の
書
で
あ
り
、
祚
は
名
で
延
之
は
字
で
あ
ら
う
と
い
は
れ
る
（
章

宗
源
の
脆
）
。
御
覧
九
二
三
に
は
戴
祚
西
征
記
を
引
い
て

　
　

祚
至
雍
邱
。
始
見
鶴
。
大
小
如
鳩
。
色
似
鸚
鵡
。
戯
時
所
々
相

　
　

對
。

と
い
ふ
。
唐
０
封
演
０
『
封
氏
聞
見
記
』
七
に
は
同
じ
文
を
引

い
て
開
封
新
東
一

邸
で
古
０
開
封

　
　
　

じ
で
あ
ら
う
。
『
封
氏
聞
見
記
』
に
は
そ
の
文
に
績
い
て

　
　
　
　
　

〔
戴
〕
祚
江
東
人
。
晋
末
従
劉
裕
西
征
姚
泌
。
至
開
封
部
始

　
　
　
　
　

識
鶴
。
則
江
東
奮
亦
無
鶴
。

　
　
　

と
あ
り
’
、
戴
祚
が
江
東
作
泗
に
皿
作
鵬
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
を

Ｉ

　

知
る
。
『
水
経
注
』
一
五
に
は

　
　

義
煕
中
。
劉
公
西
入
長
安
。
舟
師
所
屈
。
次
于
洛
腸
。
命
參
軍

　
　

戴
延
之
冥
府
舎
人
虞
道
元
。
卯
舟
遡
流
。
窮
覧
洛
川
。
欲
知

　
　

水
軍
可
至
之
處
。

と
あ
る
に
よ
っ
て
戴
祚
（
延
之
）
゛
が
劉
裕
の
參
軍
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
る
が
、
『
隋
書
経
籍
志
』
史
部
雑
傅
頚
に
「
慨
異
傅
三
春
晋

西
戎
主
簿
戴
祚
撰
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
西
戎
主
簿
に
遷
っ

た
ら
し
い
。
西
戎
主
簿
は
西
戎
校
尉
。
の
属
官
で
あ
る
。
劉
裕
が

後
秦
を
討
伐
し
た
後
、
劉
穆
之
の
死
に
會
ひ
急
厘
建
康
に
赴
い

た
こ
と
は
上
に
述
べ
た
が
、
劉
裕
は
長
安
を
硬
す
る
に
際
し
て

次
子
梓
陽
公
唇
県
を
安
西
将
軍
領
護
西
戎
校
尉
雍
州
刺
史
と
し

腹
心
の
将
佐
を
留
め
て
之
を
輔
佐
せ
し
め
た
。
（
宋
１
　
武
三
王

傅
）
戴
祚
は
そ
の
西
戎
校
尉
府
の
主
簿
と
し
て
長
安
に
留
っ
た

も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
の
著
に
は
西
征
記
・
既
異
傅
の
他
に
宋

武
北
征
記
一
巻
・
洛
陽
記
一
巻
が
あ
る
。
宋
武
北
征
記
は
『
隋

書
経
籍
志
』
に
著
録
せ
ら
れ
た
ゞ
戴
氏
撰
と
い
ふ
の
み
で
名
字

は
明
記
し
て
ゐ
な
い
が
、
銭
大
阪
０
『
隋
書
歿
異
』
に
は
戴
祚

０
著
は
し
た
も
０
と
し
て
ゐ
る
。
も
し
戴
祚
０
著
書
と
せ
ぱ
西

征
記
と
如
何
な
る
開
係
に
あ
る
か
。
北
征
記
も
そ
０
侠
文
よ
り

み
る
と
西
征
記
と
同
じ
く
後
秦
討
伐
に
経
過
し
た
土
地
０
こ
と

を
記
し
て
ゐ
る
（
少
室
山
、
激
倉
の
如
し
）
か
ら
、
姚
振
宗
の
如
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μ

く
輦
に
書
名
よ
り
推
定
し
て
北
征
記
を
南
燕
討
伐
に
件
ふ
紀
行

と
す
る
（
『
隋
書
経
籍
志
考
鐙
』
の
そ
の
條
）
の
も
不
可
で
あ
る
。

も
し
雨
者
を
異
名
同
皆
と
せ
ば
同
じ
後
漢
書
０
注
に
楊
賜
傅
に

は
延
之
西
征
記
と
い
ぴ
呂
布
輯
に
宋
武
北
征
記
と
い
ふ
の
も
不

審
で
あ
る
。
後
考
を
待
つ
。
洛
陽
記
の
方
は
『
鶴
唐
書
経
籍
志
』

『
新
唐
書
唇
文
志
』
に
兄
え
る
。

　
　
　
　
　
　

四

　

次
に
郭
・
戴
雨
氏
の
記
述
に
よ
っ
て
劉
硲
の
西
征
に
経
過
し

た
地
方
の
形
勢
を
兄
よ
う
。
下
郵
・
彭
城
を
経
て
泗
水
（
薪
水
）

を
遡
り
、
黄
水
・
洪
水
を
過
ぎ
て
済
水
に
入
り
硝
磁
に
於
て
河

に
入
る
ま
で
を
第
一
段
。
硝
磁
よ
り
河
水
を
遡
り
洛
水
に
入
り

洛
陽
に
至
る
ま
で
を
第
二
段
。
そ
の
後
映
・
同
郷
・
浅
開
を
維

て
長
安
に
至
る
ま
で
を
第
三
段
と
す
る
。

　

第
一
段
中
で
興
味
の
あ
る
の
は
西
征
記
貼
混
‰
に
え

え
る
魯
峻
家
の
記
事
で
あ
る
。
今
の
山
東
金
郷
瓢
の
北
、
釧
野

頴
の
東
南
に
営
る
。
左
に
そ
の
文
を
引
く
。

　
　

焦
氏
山
北
数
里
有
漢
司
隷
校
尉
魯
峻
家
。
穿
山
得
白
蛇
白

　
　

兎
。
不
葬
。
更
葬
山
南
。
駆
而
得
金
。
故
曰
金
郷
山
。
山
形
峻

　
　

哨
。
家
前
有
石
祠
石
廟
。
四
壁
皆
青
石
。
隠
起
白
書
契
以
来

　
　

忠
臣
孝
子
貞
婦
孔
子
及
弟
子
七
十
二
人
形
象
。
象
優
皆
刻

　
　

石
記
之
。
文
字
分
明
。
又
有
石
林
。
長
八
尺
。
磨
螢
鮮
明
。
叩

　
　

之
質
聞
遠
近
。
時
太
財
従
事
中
郎
傅
珍
之
。
諮
議
參
軍
周
安

　
　

穆
柝
敗
石
林
。
各
取
去
。
篤
魯
氏
之
後
所
訟
。
二
人
並
免
官
。

　

武
氏
石
岡
や
孝
堂
山
石
宝
だ
ど
の
存
す
る
山
東
西
部
地
方
に

同
じ
く
書
象
石
を
も
っ
石
室
の
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
あ
る
こ
と

で
、
こ
の
記
載
は
非
常
に
１
　
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
金
郷
山
の
北
を
流
れ
る
黄
水
を
一
に
桓
公
溝
と
い
ひ
、

更
に
そ
の
北
に
あ
る
蔀
訓
浙
よ
り
出
づ
る
水
が
二
分
し
て
一
は

東
し
て
黄
水
に
注
し
、
一
は
西
北
流
し
て
洪
水
と
な
り
釧
野
滞

の
北
端
に
於
て
潜
水
と
合
す
る
が
、
こ
の
洪
水
を
桓
公
流
と
も

い
ふ
。
茲
に
桓
公
と
は
桓
温
を
斥
す
０
で
あ
っ
て
、
桓
温
が
東

晋
慌
帝
突
大
和
四
年
（
３
６
９
　
Ａ
.
Ｄ
.
）
衆
を
察
ゐ
て
北
伐
し
た
時

に
穿
掘
し
た
溝
渠
で
あ
る
。
劉
裕
の
西
征
す
る
に
際
し
て
も
こ

の
溝
渠
を
利
用
し
そ
の
功
を
炭
め
洪
口
印
ち
洪
水
と
済
涜
の
介

流
鮎
以
北
に
も
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
（
水
経
注
八
に
捧
る
）

劉
裕
は
こ
の
水
路
に
よ
っ
て
河
水
の
硝
磁
津
に
達
し
た
の
で
あ

る
。
洪
口
０
北
に
於
て
潜
水
と
波
水
が
合
す
る
處
を
西
征
記
は

清
ロ
と
搦
し
、
述
征
記
が
「
清
河
首
受
洪
水
。
北
注
潜
云
々
」

と
い
っ
て
ゐ
る
皿
心
外
四
の
は
劉
裕
の
西
征
に
こ
の
水
路
を
用
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Ｊ

ひ
た
一
つ
‘
の
澄
左
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
０
水
路
は
拒
野

滞
０
東
に
洽
ひ
泗
水
と
河
水
を
結
ぶ
も
の
で
大
脛
今
の
南
運
河

の
西
に
並
行
す
る
線
で
あ
る
。
姫
野
渫
は
一
に
宜
滞
と
も
い
ひ

西
征
記
一

’
一
匹
れ
に
は
「
互
滞
魯
之
西
界
。
孔
子
獲
麟
處
。
」
と
記

し
て
ゐ
る
。

　

潜
水
の
河
水
に
注
す
る
處
を
四
涜
ロ
と
い
ふ
。
そ
０
東
に
垣

苗
城
あ
り
も
と
洛
営
城
と
云
っ
た
が
、
劉
裕
が
西
征
す
る
時
、

垣
苗
な
る
人
を
此
處
に
儒
せ
し
め
た
の
で
俗
に
垣
苗
城
０
稀
が

あ
る
と
い
ふ
・
皿
心

　

四
涜
口
０
東
南
の
碕
磁
に
就
い
て
述
征

記
球
雅
唯
は
「
鵠
磁
津
名
也
。
自
黄
河
辺
舟
而
談
者
皆
篤
津
也
」

と
い
ふ
。
こ
の
地
は
軍
事
交
通
上
の
要
地
で
そ
の
後
宋
魏
對
峙

０
時
代
に
も
争
奪
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
劉
裕
０
西
征
に
際
し
て

も
此
１
　
に
左
将
軍
向
弼
を
留
め
た
こ
と
は
上
に
述
べ
た
。

　
　
　
　
　

五

鵠
磁
よ
り
河
水
を
遡
る
の
で
あ
る
が
そ
の
間
経
過
す
る
處
は

倉
亭
津
・
長
壽
津
・
途
明
豪
・
白
馬
城
・
滑
壹
城
等
で
あ
る
。
述
征

已
前
三
項
は
水
細
注
五
、
四
項
は
御
て

l
i
n
e
覧
一
九
三
、
五
項
は
同
四
○
所
引
’
ｌ

　
　
　

倉
亭
津
在
芭
謳
界
。
去
東
阿
六
十
里
。

涼
城
到
長
壽
津
六
十
里
。

　
　

逢
明
桑
袁
紹
時
築
。

　
　

白
馬
城
魏
黄
初
中
曹
彪
封
白
馬
王
。
治
于
此
城
。

　
　

登
滑
豪
城
。
西
北
望
大
行
山
。
白
鹿
巌
・
王
莽
嶺
冠
于
衆
山

　
　

之
表
。

と
記
し
て
ゐ
る
。
西
征
記
に
も
夫
々
記
述
す
る
所
あ
る
も
省
略

す
る
。
進
ん
で
済
水
の
河
水
よ
り
出
づ
る
祭
滞
の
方
面
齢
皿
四

皿
の
に
至
る
・
こ
の
地
に
宿
須
水
あ
り
水
は
河
水
を
受
け
東
南

流
し
て
済
水
に
注
す
る
。
桓
温
の
北
伐
０
時
こ
の
溝
渠
を
通
じ

よ
う
と
し
、
果
さ
す
し
て
還
っ
た
が
、
劉
裕
の
西
征
す
る
や
故

渠
を
盤
っ
て
之
を
通
じ
た
。
泌
皿
丁
度
此
處
の
河
水
の
北
七
十

支
里
に
七
賢
の
ゐ
た
竹
林
が
あ
る
・
述
征
記
洵
僧
百
1
0
及
に

は

　
　

山
陽
頚
城
東
北
二
十
里
有
魏
中
散
大
夫
稲
康
園
宅
。
今
悉

　
　

焉
田
墟
。
而
父
老
猫
種
竹
木
。
謂
稲
公
什
林
地
。
以
時
有
遺

　
　

什
也
。

と
い
ふ
。
『
水
経
注
』
九
所
引
の
述
征
記
に
は
「
白
鹿
山
東
南
二

十
五
里
有
稽
公
故
居
。
以
居
時
有
遺
竹
焉
。
」
と
記
し
て
ゐ
る
が

同
じ
場
所
を
斥
し
て
ゐ
る
。
七
賢
０
一
人
た
る
向
秀
の
所
謂

「
山
陽
奮
居
」
で
あ
る
。

　

更
に
河
水
を
遡
り
黄
馬
坂
（
賓
宇
記
五
所
引
西
征
記
）
を
経
て
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ダ

　

洛
ロ
に
至
る
。
洛
水
と
河
水
の
合
流
勘
で
あ
る
。
洛
水
を
遡
る

Ｉ

　

と
百
し
似
に
谷
塙
に
達
す
る
゜
西
征
記
心
四
唯
一

　

に
「
鳩
在
川

　
　

常
。
囚
原
篤
塙
。
高
十
儲
丈
。
宋
武
王
西
入
長
安
。
舟
師
所
保
也
。
」

　
　

と
あ
り
、
劉
裕
西
征
の
時
に
停
泊
し
た
處
で
あ
る
。
百
谷
塙
Ｏ

　
　

東
南
に
中
員
嵩
高
が
あ
る
。
四
征
記
皿
准
四
匹
皿
に
に
Ｊ
に
「
嵩

　
　

中
岳
也
。
東
謂
大
室
。
四
謂
少
室
。
相
去
十
七
里
。
嵩
高
總
名
也
。

　
　

漢
武
帝
作
登
仙
皇
。
在
少
室
峯
下
。
」
と
あ
り
、
同
書
怒
四
に
に

　
　

は
、
少
室
山
中
に
祁
葉
の
多
い
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。
叉
同
書

　
　

御
覧
ぺ
○
こ
は

　
　

六
所
引

　

１
１

　
　
　
　

宋
公
諮
議
王
智
先
停
栢
谷
。
債
騎
途
道
人
悳
義
疏
曰
。
有
金

　
　
　
　

璧
之
瑞
。
公
債
迎
取
。
軍
次
于
暗
束
。
金
県
至
。
修
壇
升
受
之
。

　
　

な
る
事
件
を
載
せ
て
ゐ
る
が
、
こ
０
金
璧
に
就
い
て
は
同
書

　
　

御
覧
八
〇
こ

　
　

六
所
引

　

４

　
　
　
　

翼
州
博
陵
郡
王
次
寺
道
人
法
稀
告
弟
子
普
厳
日
。
嵩
高
皇

　
　
　
　

帝
語
吾
言
。
江
東
有
劉
将
軍
。
是
漢
家
苗
裔
。
富
受
天
命
。
吾

　
　
　
　

以
四
十
二
型
金
一
餅
呉
之
。
璧
散
是
劉
氏
ト
世
之
散
也
。
忠

　
　
　
　

義
以
義
煕
十
三
年
入
嵩
高
山
。
卯
得
璧
金
献
焉
。

　
　

と
あ
っ
て
そ
の
顛
末
が
明
ら
か
で
あ
る
。
『
宋
書
符
瑞
志
』
や

　
　

『
建
康
皆
録
』
一
一
及
一
四
に
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
四
十
二
璧
を

　
　

三
十
二
璧
に
作
っ
て
ゐ
る
。
執
れ
に
し
て
も
劉
氏
卜
世
之
敷
に

な
ら
ぬ
の
で
種
々
０
説
が
出
来
る
。
と
も
か
く
劉
裕
の
帝
位
に

印
く
こ
と
は
こ
の
時
慄
約
さ
れ
て
ゐ
る
０
で
あ
る
。

　

尋
で
伊
水
に
入
り
袁
術
固
の
北
を
過
ぐ
。
宋
武
北
征
記
ｍ
ｍ

匹
弘
に
「
少
室
山
西
有
袁
術
固
。
可
容
十
萬
衆
。
一
夫
守
屋
。
萬

人
莫
富
。
」
と
い
ふ
。
又
西
征
記
Ｊ
四
一
心
に
は

　
　

伊
水
上
源
紅
新
城
陸
渾
二
鋲
。
男
女
無
少
長
。
皆
病
痩
。
俗

　
　

云
水
土
所
致
。
伊
水
不
可
飲
也
。

　

と
い
ふ
奇
怪
な
話
を
載
せ
て
ゐ
る
。
巻
と
は
別
瘤
の
こ
と
で

『
博
物
志
ヒ
五
に
は
「
山
居
多
痩
。
飲
水
之
不
流
者
也
。
」
と
あ

る
。
一
種
の
風
土
病
で
あ
ら
う
。
次
に
洛
水
の
方
も
航
行
し
得

る
限
り
遡
っ
て
檀
山
鳩
こ
祐
皿
鵬
如
西
に
至
っ
た
こ
と
は
上
述
し

た
が
ヽ
そ
の
時
の
光
景
を
西
征
記
Ｊ
四
大
七
に
は

　
　

檀
山
鳩
去
洛
城
水
道
五
百
三
十
里
。
出
新
安
・
湘
池
・
宜
陽

　
　

三
新
。
男
女
老
少
。
未
嘗
兄
船
。
既
聞
音
使
洲
流
。
皆
相
引
蟻

　
　

聚
川
側
。
俯
仰
傾
笑
。

と
言
っ
て
ゐ
る
Ｉ
同
書
烈
四
一
一
〇
に
は
新
安
頴
の
石
１
　
山
の
こ

と
を
ご

金
門
鳩
な
る
地
の
あ
る
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。

　

次
に
洛
陽
は
江
南
に
函
跨
せ
る
漢
族
に
と
っ
て
思
慕
ｏ
土
地

で
あ
る
だ
け
に
記
載
が
詳
密
豊
富
で
あ
る
。
戴
祚
が
洛
陽
に
ゐ
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ぷ

た
０
は
蓑
煕
十
三
年
六
月
で
あ
る
ら
し
く
、
西
征
記
Ｊ
四
一
匹
に

左
の
記
事
が
あ
る
。

　
　

凌
雲
豪
有
氷
井
。
延
之
以
六
月
持
去
。
経
日
撒
堅
也
。

　

こ
０
氷
井
に
就
い
て
は
述
征
記
Ｊ
雅
一
匹
に
も
「
氷
井
庇
凌
雲

壷
北
―
古
奮
蔵
氷
處
ご
と
言
七
同
書
丿
四
Ｅ
七
に

　
　

凌
雲
豪
在
明
光
殿
西
。
高
八
丈
。
累
碑
作
道
。
通
至
豪
上
。
登

　
　

廻
眺
究
観
洛
邑
。
盟
南
望
少
室
。
亦
山
邱
之
秀
極
也
。

と
い
ふ
。
そ
の
南
の
大
極
殿
に
つ
い
て
は
西
征
記
に
そ
の
鍋
龍

及
び
鍋
鍾
を
記
し
て
ゐ
る
。

　
　

太
極
殿
中
有
鍋
龍
。
長
三
文
。
鍋
樽
窓
三
十
鮮
。
正
日
一
大
會
。

　
　

龍
農
土
中
受
酒
ぷ
吐
之
於
樽
中
Ｉ
Ｊ
雅
・
≒
ハ

　
　

洛
陽
大
極
殿
前
左
右
各
三
銅
鍾
相
對
。
鍾
大
者
三
十
二
園
。

　
　

小
者
二
十
五
園
―
恕
皿
匹
七

　
　

鐘
大
者
三
十
二
。
博
山
頭
形
。
瑕
紐
作
獅
子
頭
。
鍾
大
者
三

　
　

十
二
。
博
山
唄
二
丈
。
厚
八
尺
。
大
面
成
一
丈
二
尺
。
小
面
七

　
　

尺
。
或
作
蚊
龍
。
或
作
鳥
獣
。
周
続
其
外
。
四

　

最
後
０
記
事
に
は
脆
誤
が
あ
る
や
う
で
あ
る
が
暫
く
そ
０
ま

Ｉ
ま
に
し
て
置
く
・
次
に
述
征
記
・
西
征
記
に
見
ゆ
る
洛
陽
の
記

事
を
東
南
西
北
の
順
に
列
皐
し
よ
う
。

　
　

太
子
宮
東
有
覗
泉
・
今
乾
無
水
・
皿
醇
四
匹
所

洛
陽
建
春
門
外
道
北
有
白
吐
。
叢
鼠
輦
所
住
也
。
去
門
二
里

有
吉
帑
・
稲
公
臨
型
電
・
詔
甦
に

東
陽
門
外
道
北
。
奥
蜀
二
主
第
宅
。
去
城
二
里
。
墟
基
狼
存
。

御
覧
一
八
〇

所
引
西
征
記

東
城
二
石
橋
。
蕉
於
王
城
東
北
開
渠
引
洛
水
。
名
曰
陽
渠
。

束
流
経
洛
陽
於
城
之
東
城
。
然
後
北
廻
通
運
。
至
建
春
門
以

黎
備
倉
・
四
輩
駱

國
子
堂
前
有
刻
時
。
南
北
行
三
十
五
枚
。
刻
之
表
裏
。
書
春

秋
縦
・
伺
書
二
部
。
大
篆
・
隷
・
科
斗
三
種
字
。
碑
長
八
尺
。

今
有
八
十
枚
存
。
除
皆
崩
。
太
學
堂
前
石
碑
四
十
枚
。
亦
表

裏
書
伺
書
・
周
１
　
・
公
羊
傅
・
諒
記
四
部
。
本
石
埴
加
速
。
多

崩
敗
。
又
太
學
讃
時
一
所
。
漢
建
武
中
立
。
時
草
創
未
備
。
永

建
六
年
詔
下
三
府
繕
治
。
有
魏
文
典
諭
六
碑
。
今
回
存
二

　

ｏ
御
覧
五
八
九

敗
所
引
西
征
記

大
學
在
國
子
學
東
二
百
歩
。
學
堂
裏
有
太
學
賛
時
。
記
曰
。

建
武
三
十
七
年
立
太
學
堂
。
永
建
六
年
制
下
府
繕
治
。
井
立

諸
生
房
舎
千
齢
問
。
陽
嘉
元
年
畢
。
刊
于
碑
。
有
大
尉
朧
參
・

司
徒
劉
埼
・
大
常
孔
扶
・
将
作
大
匠
胡
廣
苓
記
制
。
Ｊ
四
匹

昌國
學
在
祚
雍
東
北
五
里
。
皿
皿
皿
Ｅ
Ｅ
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洛
城
南
有
９
　
昌
門
。
道
束
祚
雍
壇
。
去
里
窒
三
里
。
倶
是
魏

　
　

處
に
あ
つ
た
か
知
り
得
ぬ
。
以
上
の
記
事
は
郭
・
戴
雨
氏
が
親

武
帝
所
立
。
高
七
丈
。
卿
万
匹
仁
四

し
く
目
暗
耳
聞
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
精
彩
に
富
ん
で
ゐ

誹
門
宣
陽
門
也
・
皿
游
四
江
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
・
西
征
記
に
魏
三
字
石
経
の
散
大
二
十
五
枚
と
し
て
ゐ
る
が

洛
陽
門
北
魏
明
帝
流
杯
池
。
猶
有
處
所
。
池
西
平
原
。
認
公

　
　

楊
街
之
の
『
洛
陽
伽
藍
記
』
に
は
二
十
五
碑
、
『
水
絵
注
』
に
は

素
有
皇
姦
・
詔
Ｅ
趾

店
陽
門
西
南
有
劉
曜
墾
・
試
弩
棚
。
西
北
有
剛
難
豪
・
射
娘

御
溝
引
金
谷
水
従
闇
闇
門
入
・
四
一
回
注
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
り
西
征
号
ロ

荘
」
去
大
夏
門
不
盈
蚕
・
昌
茲
頴

北
芒
洛
陽
北
芒
嶺
。
廃
道
長
阜
。
白
漿
陽
山
。
連
嶺
脩
亘
。
瞥

于
ｊ
ｌ
』
所
引
述
征
記

北
芒
有
張
母
墓
。
荷
説
張
母
是
王
氏
妻
。
王
家
葬
。
紅
有
年

載
。
後
開
幕
而
香
火
猶
燃
。
共
家
奉
之
。
栃
清
火
道
。
四
心
Ｅ

這

四
十
八
碑
と
い
ふ
。
王
國
維
は
こ
の
三
者
を
比
較
し
て
「
魏
石

経
石
敷
富
以
西
征
記
篤
最
躍
也
」
と
結
論
し
て
ゐ
る
。
＃
1
1
0

魏
石

紺
考

　

洛
陽
の
西
に
石
崇
の
故
居
が
あ
る
。
西
征
記
一
匹
作
臨
一
に

　
　

梓
滓
去
洛
城
二
十
里
。
滞
在
金
谷
之
中
。
朝
賢
所
集
賦
詩
。

　
　

是
石
崇
所
居
。

　

永
嘉
中
張
母
有
紳
術
。
能
愈
病
。
故
元
帝
渡
江
時
。
延
聖
火

　

’

　

暢
・
宸
字
記
三
所

　

于
丹
ｇ

　

引
西
征
記

　

北
邨
東
則
乾
哺
山
。
山
西
南
昔
文
帝
崇
陽
陵
。
陵
西
武
帝
峻

　

陽
陵
。
邨
之
東
北
宣
帝
高
原
陵
。
景
帝
峻
平
陵
。
邨
之
南
則

　
　

に

　

‘
ヽ
ｊ
麦
ｏ
文
選
注
三
八

　

恵
帝
Ｒ

　

所
引
逍
征
記

こ
の
他
に
「
洛
湯
城
有
僻
金
屋
」
喘
一
に
と
ｓ
ふ
も
何

と
い
ふ
。
そ
の
西
に
千
金
燭
あ
り
、
同
１
　
心
匹
皿
に

　
　

金
・
涯
・
穀
三
水
合
處
有
千
金
堰
。
印
魏
陳
思
王
所
立
。
引
水

　
　

東
瀧
。
民
今
頼
之
。

と
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　

六

洛
口
よ
り
映
城
に
至
る
間
に
孟
津
を
過
ぐ
。
述
征
記
づ
四
一
匹

盟
津
河
津
恒
濁
。
方
江
猛
狭
。
比
淮
済
篤
囲
。
寒
則
氷
厚
散

丈
。
氷
始
合
。
車
馬
不
敢
過
。
要
須
狐
行
云
。
此
物
善
藍
。
氷
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下
無
水
乃
過
。
人
見
狐
行
方
渡
。

と
い
ふ
。
新
治
谷
開
０
・
西
に
あ
る
白
超
染
に
つ
い
て
西
征
記

水
細
注
一

　

こ
は

六
所
引

　

’
・

　
　

次
至
白
超
祭
。
去
幽
谷
１
　
五
里
。
築
染
営
大
道
。
左
右
有
山

　
　

爽
立
。
相
去
百
齢
歩
。
従
中
出
北
。
乃
故
開
城
。
非
所
謂
白
超

　
　

染
也
。
是
染
在
訣
門
之
東
十
五
里
。
染
側
菌
有
塙
。
故
冶
官

　
　

所
在
。
魏
昔
之
日
。
引
鉄
水
認
水
冶
。
以
経
國
用
。
遺
跡
恂

　
　

存
。

と
い
つ
て
ゐ
る
。
更
に
進
ん
で
映
城
齢
匹
四
に
至
る
。
こ
０
城

に
就
い
て
西
征
記
に
は
、

　
　

竪
。
方
数
十
丈
。
有
如
物
居
水
中
。
父
老
云
銅
鍾
翁
仲
。
頭
髪

　
　

常
出
水
上
。
涯
減
恒
輿
水
斉
。
晋
軍
営
至
。
髪
不
復
出
。
唯
見

　
　

水
異
。
嵯
嵯
有
聾
。
聾
聞
数
里
。
翁
仲
本
在
司
馬
門
外
。
篤
賊

　
　

所
徒
。
営
西
入
開
。
至
此
而
没
。
裂
農
作

と
い
ふ
。
こ
ｏ
翁
伸
ば
『
魏
略
』
に

　
　

〔
明
帝
〕
大
腿
銅
拙
作
銅
人
二
。
破
曰
翁
柿
。
列
坐
於
司
馬

　
　

門
外
。

と
い
ふ
も
０
で
、
賊
と
は
符
堅
を
さ
す
の
で
あ
ら
う
。
戴
氏
が

親
し
ぐ
父
老
に
聞
い
た
所
で
は
あ
ら
う
が
史
賓
か
否
か
判
定
で

き
な
い
。
或
は
河
水
の
浬
減
を
測
定
す
る
銅
人
に
か
ゝ
る
傅
説

が
附
會
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

次
に
故
幽
谷
開
・
柏
谷
亭
・
漢
武
思
子
宮
を
経
て
八
月
辛
丑

に
は
激
開
に
廸
す
る
。
郭
・
戴
二
氏
の
書
よ
り
記
事
を
拾
へ
ば

次
に
列
す
る
が
如
く
で
あ
る
。

　
　

奮
画
谷
開
道
形
如
幽
也
。
其
水
山
原
積
立
敷
十
切
。
谷
中
容

　
　
　

ニ
ョ
ー
・
史
記
高
祀
本
紀
正

　
　
　

耳

　

義
所
引
西
征
記

　
　

柏
谷
谷
名
也
。
‘
漢
武
帝
微
行
所
至
處
。
長
傲
賓
於
柏
谷
者

　
　

也
。
谷
中
無
廻
車
地
。
爽
以
高
原
。
林
柏
蔭
漓
。
窮
日
経
弗
観

　
　

陽
羞
・
詔
殷
四

　
　

漢
武
帝
延
和
二
年
衛
太
子
遇
江
充
之
霞
。
奔
湖
白
磁
。
壹
開

　
　

三
老
大
廟
令
田
千
秋
訴
太
子
之
冤
。
築
思
子
宮
於
湖
。
其
城

　
　

ｙ
焉
・
御
覧
一
九
三

　
　

了
・

　
　

所
引
述
征
記

　
　

洗
末
之
霞
魏
武
征
韓
。
遂
馬
超
連
兵
。
此
地
今
際
河
之
西
。

　
　

有
曹
公
畢
。
道
東
原
上
云
李
典
管
。
義
煕
十
三
年
王
師
曾
抹

　
　

七
祭
・
水
紅
注
四
所

　
　

止
Ｉ
・

　

引
述
征
記

　
　

沿
路
透
遠
。
人
画
道
六
里
。
有
奮
城
。
城
周
百
除
歩
。
北
臨
大

　
　

河
。
南
對
高
山
。
姚
氏
置
開
以
守
峡
。
宋
武
帝
入
長
安
。
檀
道
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北
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懸

湧

　　　

水

起

　　

百
勃
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爵
・
王
鎖
悪
或
抹
山
篤
畳
。
或
平
地
結
畢
。
篤
大
小
七
畳
。
演

帯
河
瞼
。
姚
氏
亦
保
携
山
原
陵
阜
之
山
。
恂
傅
故
跡
矣
。
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糸

　
　

注
四
所
引

　
　

西
征
記

　
　

黄
巻
坂
者
傍
絶
澗
以
昇
港
開
。
長
坂
十
除
里
。
九
坂
皆
這
崖

　
　

長
坂
・
東
京
賦
所
謂
西
阻
九
阿
者
也
・
四
皿
に
匹
所

　
　

河
自
激
開
北
東
流
。
水
側
有
坂
。
謂
之
黄
巷
坂
。
皿
雌
皿
Ｅ
２
０

　

叉
河
水
以
北
の
災
坂
や
茄
坂
に
つ
い
て
も
記
し
て
ゐ
る
が
省

略
す
る
。
河
水
よ
り
清
水
に
入
り
長
安
に
至
る
。
長
安
に
つ
い

て
記
す
所
は
次
０
如
く
で
あ
る
。

　
　

符
秦
築
宮
于
長
安
東
城
。
中
有
太
極
殿
。
殿
上
有
金
井
焉
。

　
　

礎
字
記
二
五

　
　

所
引
西
征
記

風
則
烏
。
或
云
此
鳥
遇
千
里
風
乃
動
。
卿
大
い
に
四

　
　

徽
音
殿
西
南
。
姚
興
起
波
若
豪
。
有
逍
混
園
。
西
老
二
百
歩
。

　
　

有
鹿
子
苑
。
莞
王
養
噺
鹿
数
百
頭
。
四
班
乱
一
心
に

　
　

逍
混
宮
門
裏
有
銅
浴
盤
一
面
。
径
丈
二
尺
。
魏
景
初
中
所

　
　

ｊ
ｏ
御
覧
七
一
二
・
七

　
　

含

　

五
八
所
引
述
征
記

第
四
項
の
指
市
車
は
『
宋
書
微
志
』
に

　
　

魏
明
帝
青
龍
申
令
博
士
馬
鈎
造
之
。
而
車
成
。
皆
既
後
亡
。

　
　

石
虎
使
解
飛
。
姚
興
使
令
狐
生
又
造
焉
。
安
帝
義
煕
十
三
年

　
　

宋
武
帝
平
長
安
。
始
得
此
車
。

と
あ
る
も
の
で
姚
泌
の
父
興
の
時
に
作
ら
れ
、
劉
硲
の
西
征
に

よ
っ
て
之
が
江
市
に
砦
ら
さ
れ
た
０
で
あ
る
。
第
六
項
０
渾
天

太
極
殿
上
有
金
井
閔
゛
金
将
山
‘
金
鹿
豪
゜
慮
蚊
龍
負
山
・
於

　
　

俵
も
他
の
彝
器
・
上
圭
と
共
に
京
師
建
康
に
逍
ら
れ
た
こ
と
は

ヰ
上
呉
硫
大
雛
５
　
数

極
西
南
端
門
外
有
石
。
石
色
青
而
細
。
修
之
作
博
碁
。
以
遺

禁
・
奇
貨
・
間
数
四

去
端
門
百
餓
歩
。
道
南
得
尚
方
。
北
門
中
有
指
南
車
。
車
上

有
木
仙
人
。
持
信
幡
。
車
東
西
。
人
恒
指
南
。
皿
皿
心
心
匹

青
門
外
有
魏
車
騎
将
軍
郭
淮
防
。
小
城
最
東
一
門
名
落
索

門
。
門
裏
有
司
馬
京
兆
碑
。
郡
民
所
立
。
四
作
Ｅ
匹
匹

長
安
宮
南
有
監
査
・
査
高
十
切
・
上
有
銅
渾
天
儀
。
又
有
相

『
宋
書
武
帝
紀
』
に
兄
え
る
。

　
　
　
　
　
　

七

　

劉
裕
の
長
安
よ
り
建
康
へ
の
還
路
は
注
渠
を
開
い
て
諮
っ
た

の
で
あ
る
が
、
郭
・
戴
二
氏
の
書
の
怯
文
中
こ
の
道
筋
に
開
係

あ
る
記
事
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

官
波
豪
去
青
口
洋
六
十
里
。
魏
武
造
也
。
破
袁
紹
於
此

一
七
、
七
所

引
西
征
記

覧御

38-



西
北
有
大
梁
亭
・
器
皿

陽
楽
城
在
汁
北
一
里
。
周

五征二

驀
倉
城
去
大
游
冪
二
十
里

堂
城
去
黄
馮
二
十
里
・
桐

黄
薦
到
斜
城
五
里
・
胴

記二ｍ
。
賞
賢
。
器
皿
旨

・
水
細
注
二
三
所

　

引
績
述
征
記

　
　
　
　
　

〔
周
端
〕
斜
城
東
三
里
。
１
　
義
煕
中
劉
公
遣
周
超
之
自
彭
城

　
　
　
　
　

総
汁
敗
溝
斬
樹
穿
道
。
七
百
節
里
。
以
開
水
路
。
停
泊
于
此
。

　
　
　
　
　

故
此
鳩
流
栴
矣
。
皿

　
　
　
　
　

夏
侯
鳩
至
周
鳩
各
相
距
五
里
・
胴

　
　
　
　
　

「
襄
部
鳩
」
西
去
夏
侯
端
二
十
里
。
東
一
里
印
襄
郷
浮
圖
也
。

　
　
　
　
　

汁
水
巡
其
南
。
漢
熹
９
　
中
某
君
所
立
。
死
因
葬
之
。
北
ハ
弟
刻

　
　
　
　
　

石
樹
碑
。
以
族
頴
徳
。
燧
前
有
獅
子
天
鹿
。
累
堺
作
百
達
柱

　
　
　
　
　

八
所
。
荒
蕪
頭
毀
。
彫
落
略
震
矣
。
四

　
　
　
　
　

尖
鸞
禁
南
十
五
六
ｍ
。
昌
混
作

　
　
　
　

以
上
の
侠
文
は
汁
水
の
流
域
で
あ
っ
て
恐
ら
く
劉
裕
の
還
路

　
　
　

の
記
事
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

上
に
掲
げ
た
郭
・
戴
二
氏
の
書
の
快
文
に
よ
っ
て
劉
裕
の
西

　
　
　

征
の
路
程
は
相
営
詳
細
に
知
り
得
る
が
更
に
輯
快
を
完
全
に
す

　
　
　

る
な
ら
ば
愈
々
精
密
に
西
征
の
路
程
の
み
な
ら
す
、
晋
宋
ｏ
地

３

　
　

理
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

〔
附
記
〕

　

郭
縁
生
の
述
征
記
の
中
に
は

　
　

林
檎
果
賓
可
住
。
其
橿
林
賓
微
大
。
其
状
醜
。
其
味
香
。

　
　

輔
開
有
之
・
江
淮
南
少
1
　
!
＾
ｆ
ｆ
ｉ
＞
七

　
　

洛
水
至
歳
末
凝
属
。
則
款
4
5
　
生
腫
氷
之
中
。
Ｊ
四
九
九

　
　

賤
中
牟
蒜
境
・
便
貌
麻
黄
草
。
窮
則
知
蹟
界
。
Ｊ
作
皿
二

　
　

洛
水
底
有
晏
石
。
敗
上
無
氷
。
Ｊ
四
］
匹

の
如
き
記
述
が
あ
っ
て
、
郭
氏
０
博
物
に
少
か
ら
ざ
る
興
味
を

有
っ
て
ゐ
た
こ
と
が
判
る
。
郭
縁
生
な
る
人
は
そ
０
本
末
を
詳

ら
か
に
す
る
を
得
な
い
が
、
郭
氏
０
一
族
に
は
郭
瑛
の
如
く
山

海
経
や
爾
雅
の
注
を
書
い
た
人
や
、
郭
義
恭
の
如
く
張
華
の
博

物
志
を
廣
う
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
廣
志
を
撰
し
た
人
が
ゐ
て
、

博
物
の
學
に
詳
し
い
か
ら
、
或
は
そ
れ
ら
に
親
縁
の
あ
る
人
で

あ
ら
う
。
と
も
か
く
地
理
０
記
述
を
す
る
に
営
っ
て
自
然
環
境

を
忽
緒
に
附
せ
ぬ
態
度
は
注
意
に
値
す
る
。
又
時
価
に
對
し
て

も
博
載
し
て
ゐ
る
ら
し
い
こ
と
は
侠
文
の
み
か
ら
で
も
想
見
で

き
る
。
郭
氏
が
勝
れ
た
地
理
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
本
文
中
よ
り

も
看
取
で
き
る
が
更
に
二
一
の
鮎
を
附
加
し
て
置
く
。
そ
の
著

書
か
ら
皆
宋
０
間
の
人
な
る
を
知
る
０
み
で
そ
の
経
歴
を
詳
ら

か
に
し
え
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
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